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　平成25年９月７日（土）に開催しました敬老会。敬老者を代

表して健康であること、さらに地域貢献の誓い、敬老会開催の

御礼の謝辞を述べる渡邉善範さん。（写真）　

関連ページ　12ページ

　感謝を込めて！
平成25年度敬老会 開催
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広報かわうち 平成 25 年 10 月

KAWAUCHI

区　分 予算額  歳入決算額  歳出決算額 歳入歳出差引 24年度繰越額 実質収支

一 般 会 計 14,075,996 10,920,933 10,540,675 380,258 97,663 282,595

国 保 会 計 648,514 650,385 584,818 65,567 0 65,567

直 診 会 計 167,706 146,153 137,135 9,018 3,000 6,018

農集排会計  163,930 169,979 131,210 38,769 20,000 18,769

介 護 会 計 419,919 420,358 404,709 15,649 0 15,649

介護サービス会計 881 855 844 11 0 11

後期高齢者医療会計 93,183 85,286 84,595 691 0 691

計 15,570,129 12,393,949 11,883,986 509,963 120,663 389,300

　区　分    調定額    収入額  収納率

村　民　税  33,589 23,290 69.3

固定資産税  369,997 361,845 97.8

軽自動車税  7,391 6,677  90.3

た ば こ 税  7,865 7,865 100.0

特別土地保有税  0.0 0.0 　0.0

　　計  418,842 399,677 95.4

国民健康保険税  27,421 3,335  12.2

介護保険料  1,311 58  4.4

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準  

農業集落排水事業特別会計 ― 20

（単位：千円）

　平成24年度一般会計の決算額は、歳入総額109億2,093万円、歳出総額105億4,067万円で、前年度に比べ、
歳入で49億6,045万円（183.2％）、歳出で49億3,142万円（187.9％）の増額となり、歳入歳出ともに前年度よ
り約２倍の増額となりました。
　歳入決算内訳では、原発事故等避難に伴い、震災復興特別交付税や、復興交付金、更に、県支出金が72億
8,139万円の決算で、前年度比316％と大幅な増額となり、これは主に震災復興事業費や民間住宅、公共施設
等の除染費用に充てております。
　歳出では、除染関連事業に係る経費64億8,311万円で大幅な増額、川内高原野菜栽培工場建設関係で５億
8,542万円、企業誘致関連事業で２億7,856万円、定住化促進住宅建設事業で１億4,940万円などの事業を実
施しました。

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律は、地方公共団体の財政の
健全性について、指標等により分析し、比率に応じた早期健全化や財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行
財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の健全化に資することを目的として施行され、平成22年度からその状況
を公表しています。公表する指標は健全化判断比率及び資金不足比率です。
　村の財政状況としては、実質赤字比率、連結赤字比率、将来負担比率では、赤字がないため数値として現れません。実
質公債費比率では昨年より0.3％増加の6.3となりましたが、警戒ラインは15％以下であることから問題はありません。
　又、公営企業会計である農業集落排水特別会計の資金不足状況では赤字となっていないため数値として現れません。

いずれの比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
　・実質赤字比率：一般会計赤字額の通常収入額に対する割合
　・連結実質赤字比率：全会計連結した場合の赤字額の通常収入額に対する割合
　・実質公債費比率：実質的な借入金返済額の通常収入額に対する割合
　・将来負担比率：借入金及び将来支払う可能性のある負担額の収入額に対する割合
※　赤字がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。 

平成24年度一般会計決算状況平成24年度一般会計決算状況

平成24年度一般会計決算状況
歳入決算額

財政の健全化判断比率

村税等収納実績

村税一人当たりの負担額 歳出決算額

会計別決算状況

健全化判断比率

109億2,093万円（23年度 59億6,048万円） 歳出決算額 105億4,067万円（23年度 56億925万円）

    　　　　　　 

 実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村　の　比　率 ― ― 6.3 ―  

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 40.0 35.0 ―

（単位：％）

比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
 ・資金不足比率：赤字額の営業収益の割合
※　資金不足がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。

資金不足比率

起債の状況(一般会計)

基金の状況

村税一人
当たりの負担額

21,220円

歳出決算額
105億4,067.5万円

目的別
（単位：千円）

総務費
1,870,403

村民税,

8,399円

固定資産税

7,577円

災害復旧費
6,615,992

民生費 583,752

衛生費 80,616

教育費 175,241

労働費 116,005

消防費 123,709

土木費 205,513

商工費 59,730

農林水産業費 
350,621

（大規模償却資産を除く）

平成25年３月31日現在

(平成25年3月31日現在）

(平成25年3月31日現在）

議会費 58,263たばこ税 2,836円 公債費 300,830

軽自動車税

2,408円

自主財源
1,467,271（13.4%）

依存財源　9,453,662（86.6%）

（単位：千円）

村税
399,677（3.7%）

国庫支出金
232,809（2.1%）

地方交付税
1,666,297（15.3%）

県支出金
7,281,389（66.7%）

財産収入　11,039（0.1%） 村債　144,973（1.3%）
諸収入外　1,056,555（9.7%） 地方譲与税外　128,194（1.2%）

（単位：千円・％） （単位：千円）

24年度末現在高（千円）

576,286 

122,524 

0 

150,354 

167,991 

20,930 

村民１人当りの借入額 ( 円 )

207,820 

44,185 

0 

54,221 

60,581 

7,548 

起債名

過疎対策事業債

辺地対策事業債

一般公共事業債

一般単独事業債

義務教育事業債

災害復旧事業債

土 地 開 発 基 金

特 別 導 入 事 業

財 政 調 整 基 金

育 英 奨 学 資 金 貸 与 基 金

減 債 基 金

水田農業確立特別対策基金

ふるさと教育文化振興基金

地 域 づ く り 振 興 基 金

地 域 福 祉 基 金

中山間ふるさと水と土基金

公共施設建設準備及び維持管理基金

交流施設維持管理準備基金

60,000

7,565

1,099,112

160,047

9,144

5,699

12,214

95,304

127,295

10,094

1,186,053

1,438

21,637

2,728

396,362

57,716

3,298

2,055

4,405

34,369

45,905

3,640

427,715

519

24年度末現在高（千円）

26,963 

0 

21,434 

1,130,778 

33,202 

2,250,462 

　

　

村民１人当りの借入額 (円 )

9,723 

0 

7,730 

407,781 

11,973 

811,562 

起債名

公有林等事業債

福島県振興基金債

減 税 補 て ん 債

臨時財政対策債

そ の 他

合 計

基金名 24 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 ( 円 )

川内村ふるさと応援モリタロウ基金

過疎地域自立促進特別事業基金

川内村東日本大震災復興基金（電源）

川 内 村 復 興 基 金

川内村復興基金(ブランドイメージ回復)

川内村のあしたをかえる交付金基金

国民健康保険給付費支払準備基金

川内村介護保険財政安定化基金

介 護 給 付 費 準 備 基 金

川内村農集排施設維持管理準備基金

合 　 　 　 　 計

12,454

70,000

87,797

678,359

41,480

141,758

39,247

603

24,422

10,456

3,880,541

4,491

25,243

31,661

244,630

14,959

51,121

14,153

217

8,807

3,771

1,399,402

基金名 24 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 (円 )

区　分 予算額  歳入決算額  歳出決算額 歳入歳出差引 24年度繰越額 実質収支

一 般 会 計 14,075,996 10,920,933 10,540,675 380,258 97,663 282,595

国 保 会 計 648,514 650,385 584,818 65,567 0 65,567

直 診 会 計 167,706 146,153 137,135 9,018 3,000 6,018

農集排会計  163,930 169,979 131,210 38,769 20,000 18,769

介 護 会 計 419,919 420,358 404,709 15,649 0 15,649

介護サービス会計 881 855 844 11 0 11

後期高齢者医療会計 93,183 85,286 84,595 691 0 691

計 15,570,129 12,393,949 11,883,986 509,963 120,663 389,300

　区　分    調定額    収入額  収納率

村　民　税  33,589 23,290 69.3

固定資産税  369,997 361,845 97.8

軽自動車税  7,391 6,677  90.3

た ば こ 税  7,865 7,865 100.0

特別土地保有税  0.0 0.0 　0.0

　　計  418,842 399,677 95.4

国民健康保険税  27,421 3,335  12.2

介護保険料  1,311 58  4.4

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準  

農業集落排水事業特別会計 ― 20

（単位：千円）

　平成24年度一般会計の決算額は、歳入総額109億2,093万円、歳出総額105億4,067万円で、前年度に比べ、
歳入で49億6,045万円（183.2％）、歳出で49億3,142万円（187.9％）の増額となり、歳入歳出ともに前年度よ
り約２倍の増額となりました。
　歳入決算内訳では、原発事故等避難に伴い、震災復興特別交付税や、復興交付金、更に、県支出金が72億
8,139万円の決算で、前年度比316％と大幅な増額となり、これは主に震災復興事業費や民間住宅、公共施設
等の除染費用に充てております。
　歳出では、除染関連事業に係る経費64億8,311万円で大幅な増額、川内高原野菜栽培工場建設関係で５億
8,542万円、企業誘致関連事業で２億7,856万円、定住化促進住宅建設事業で１億4,940万円などの事業を実
施しました。

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律は、地方公共団体の財政の
健全性について、指標等により分析し、比率に応じた早期健全化や財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行
財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の健全化に資することを目的として施行され、平成22年度からその状況
を公表しています。公表する指標は健全化判断比率及び資金不足比率です。
　村の財政状況としては、実質赤字比率、連結赤字比率、将来負担比率では、赤字がないため数値として現れません。実
質公債費比率では昨年より0.3％増加の6.3となりましたが、警戒ラインは15％以下であることから問題はありません。
　又、公営企業会計である農業集落排水特別会計の資金不足状況では赤字となっていないため数値として現れません。

いずれの比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
　・実質赤字比率：一般会計赤字額の通常収入額に対する割合
　・連結実質赤字比率：全会計連結した場合の赤字額の通常収入額に対する割合
　・実質公債費比率：実質的な借入金返済額の通常収入額に対する割合
　・将来負担比率：借入金及び将来支払う可能性のある負担額の収入額に対する割合
※　赤字がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。 
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平成24年度一般会計決算状況
歳入決算額

財政の健全化判断比率

村税等収納実績

村税一人当たりの負担額 歳出決算額

会計別決算状況

健全化判断比率

109億2,093万円（23年度 59億6,048万円） 歳出決算額 105億4,067万円（23年度 56億925万円）

    　　　　　　 

 実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村　の　比　率 ― ― 6.3 ―  

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 40.0 35.0 ―

（単位：％）

比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
 ・資金不足比率：赤字額の営業収益の割合
※　資金不足がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。

資金不足比率

起債の状況(一般会計)

基金の状況

村税一人
当たりの負担額

21,220円

歳出決算額
105億4,067.5万円

目的別
（単位：千円）

総務費
1,870,403

村民税,

8,399円

固定資産税

7,577円

災害復旧費
6,615,992

民生費 583,752

衛生費 80,616

教育費 175,241

労働費 116,005

消防費 123,709

土木費 205,513

商工費 59,730

農林水産業費 
350,621

（大規模償却資産を除く）

平成25年３月31日現在

(平成25年3月31日現在）

(平成25年3月31日現在）

議会費 58,263たばこ税 2,836円 公債費 300,830

軽自動車税

2,408円

自主財源
1,467,271（13.4%）

依存財源　9,453,662（86.6%）

（単位：千円）

村税
399,677（3.7%）

国庫支出金
232,809（2.1%）

地方交付税
1,666,297（15.3%）

県支出金
7,281,389（66.7%）

財産収入　11,039（0.1%） 村債　144,973（1.3%）
諸収入外　1,056,555（9.7%） 地方譲与税外　128,194（1.2%）

（単位：千円・％） （単位：千円）

24年度末現在高（千円）

576,286 

122,524 

0 

150,354 

167,991 

20,930 

村民１人当りの借入額 ( 円 )

207,820 

44,185 

0 

54,221 

60,581 

7,548 

起債名

過疎対策事業債

辺地対策事業債

一般公共事業債

一般単独事業債

義務教育事業債

災害復旧事業債

土 地 開 発 基 金

特 別 導 入 事 業

財 政 調 整 基 金

育 英 奨 学 資 金 貸 与 基 金

減 債 基 金

水田農業確立特別対策基金

ふるさと教育文化振興基金

地 域 づ く り 振 興 基 金

地 域 福 祉 基 金

中山間ふるさと水と土基金

公共施設建設準備及び維持管理基金

交流施設維持管理準備基金

60,000

7,565

1,099,112

160,047

9,144

5,699

12,214

95,304

127,295

10,094

1,186,053

1,438

21,637

2,728

396,362

57,716

3,298

2,055

4,405

34,369

45,905

3,640

427,715

519

24年度末現在高（千円）

26,963 

0 

21,434 

1,130,778 

33,202 

2,250,462 

　

　

村民１人当りの借入額 (円 )

9,723 

0 

7,730 

407,781 

11,973 

811,562 

起債名

公有林等事業債

福島県振興基金債

減 税 補 て ん 債

臨時財政対策債

そ の 他

合 計

基金名 24 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 ( 円 )

川内村ふるさと応援モリタロウ基金

過疎地域自立促進特別事業基金

川内村東日本大震災復興基金（電源）

川 内 村 復 興 基 金

川内村復興基金(ブランドイメージ回復)

川内村のあしたをかえる交付金基金

国民健康保険給付費支払準備基金

川内村介護保険財政安定化基金

介 護 給 付 費 準 備 基 金

川内村農集排施設維持管理準備基金

合 　 　 　 　 計

12,454

70,000

87,797

678,359

41,480

141,758

39,247

603

24,422

10,456

3,880,541

4,491

25,243

31,661

244,630

14,959

51,121

14,153

217

8,807

3,771

1,399,402

基金名 24 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 (円 )



3
広報かわうち 平成 25 年 10 月
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区　分 予算額  歳入決算額  歳出決算額 歳入歳出差引 24年度繰越額 実質収支

一 般 会 計 14,075,996 10,920,933 10,540,675 380,258 97,663 282,595

国 保 会 計 648,514 650,385 584,818 65,567 0 65,567

直 診 会 計 167,706 146,153 137,135 9,018 3,000 6,018

農集排会計  163,930 169,979 131,210 38,769 20,000 18,769

介 護 会 計 419,919 420,358 404,709 15,649 0 15,649

介護サービス会計 881 855 844 11 0 11

後期高齢者医療会計 93,183 85,286 84,595 691 0 691

計 15,570,129 12,393,949 11,883,986 509,963 120,663 389,300

　区　分    調定額    収入額  収納率

村　民　税  33,589 23,290 69.3

固定資産税  369,997 361,845 97.8

軽自動車税  7,391 6,677  90.3

た ば こ 税  7,865 7,865 100.0

特別土地保有税  0.0 0.0 　0.0

　　計  418,842 399,677 95.4

国民健康保険税  27,421 3,335  12.2

介護保険料  1,311 58  4.4

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準  

農業集落排水事業特別会計 ― 20

（単位：千円）

　平成24年度一般会計の決算額は、歳入総額109億2,093万円、歳出総額105億4,067万円で、前年度に比べ、
歳入で49億6,045万円（183.2％）、歳出で49億3,142万円（187.9％）の増額となり、歳入歳出ともに前年度よ
り約２倍の増額となりました。
　歳入決算内訳では、原発事故等避難に伴い、震災復興特別交付税や、復興交付金、更に、県支出金が72億
8,139万円の決算で、前年度比316％と大幅な増額となり、これは主に震災復興事業費や民間住宅、公共施設
等の除染費用に充てております。
　歳出では、除染関連事業に係る経費64億8,311万円で大幅な増額、川内高原野菜栽培工場建設関係で５億
8,542万円、企業誘致関連事業で２億7,856万円、定住化促進住宅建設事業で１億4,940万円などの事業を実
施しました。

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律は、地方公共団体の財政の
健全性について、指標等により分析し、比率に応じた早期健全化や財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行
財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の健全化に資することを目的として施行され、平成22年度からその状況
を公表しています。公表する指標は健全化判断比率及び資金不足比率です。
　村の財政状況としては、実質赤字比率、連結赤字比率、将来負担比率では、赤字がないため数値として現れません。実
質公債費比率では昨年より0.3％増加の6.3となりましたが、警戒ラインは15％以下であることから問題はありません。
　又、公営企業会計である農業集落排水特別会計の資金不足状況では赤字となっていないため数値として現れません。

いずれの比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
　・実質赤字比率：一般会計赤字額の通常収入額に対する割合
　・連結実質赤字比率：全会計連結した場合の赤字額の通常収入額に対する割合
　・実質公債費比率：実質的な借入金返済額の通常収入額に対する割合
　・将来負担比率：借入金及び将来支払う可能性のある負担額の収入額に対する割合
※　赤字がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。 

平成24年度一般会計決算状況平成24年度一般会計決算状況

平成24年度一般会計決算状況
歳入決算額

財政の健全化判断比率

村税等収納実績

村税一人当たりの負担額 歳出決算額

会計別決算状況

健全化判断比率

109億2,093万円（23年度 59億6,048万円） 歳出決算額 105億4,067万円（23年度 56億925万円）

    　　　　　　 

 実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村　の　比　率 ― ― 6.3 ―  

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 40.0 35.0 ―

（単位：％）

比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
 ・資金不足比率：赤字額の営業収益の割合
※　資金不足がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。

資金不足比率

起債の状況(一般会計)

基金の状況

村税一人
当たりの負担額

21,220円

歳出決算額
105億4,067.5万円

目的別
（単位：千円）

総務費
1,870,403

村民税,

8,399円

固定資産税

7,577円

災害復旧費
6,615,992

民生費 583,752

衛生費 80,616

教育費 175,241

労働費 116,005

消防費 123,709

土木費 205,513

商工費 59,730

農林水産業費 
350,621

（大規模償却資産を除く）

平成25年３月31日現在

(平成25年3月31日現在）

(平成25年3月31日現在）

議会費 58,263たばこ税 2,836円 公債費 300,830

軽自動車税

2,408円

自主財源
1,467,271（13.4%）

依存財源　9,453,662（86.6%）

（単位：千円）

村税
399,677（3.7%）

国庫支出金
232,809（2.1%）

地方交付税
1,666,297（15.3%）

県支出金
7,281,389（66.7%）

財産収入　11,039（0.1%） 村債　144,973（1.3%）
諸収入外　1,056,555（9.7%） 地方譲与税外　128,194（1.2%）

（単位：千円・％） （単位：千円）

24年度末現在高（千円）

576,286 

122,524 

0 

150,354 

167,991 

20,930 

村民１人当りの借入額 (円 )

207,820 

44,185 

0 

54,221 

60,581 

7,548 

起債名

過疎対策事業債

辺地対策事業債

一般公共事業債

一般単独事業債

義務教育事業債

災害復旧事業債

土 地 開 発 基 金

特 別 導 入 事 業

財 政 調 整 基 金

育 英 奨 学 資 金 貸 与 基 金

減 債 基 金

水田農業確立特別対策基金

ふるさと教育文化振興基金

地 域 づ く り 振 興 基 金

地 域 福 祉 基 金

中山間ふるさと水と土基金

公共施設建設準備及び維持管理基金

交流施設維持管理準備基金

60,000

7,565

1,099,112

160,047

9,144

5,699

12,214

95,304

127,295

10,094

1,186,053

1,438

21,637

2,728

396,362

57,716

3,298

2,055

4,405

34,369

45,905

3,640

427,715

519

24年度末現在高（千円）

26,963 

0 

21,434 

1,130,778 

33,202 

2,250,462 

　

　

村民１人当りの借入額 (円 )

9,723 

0 

7,730 

407,781 

11,973 

811,562 

起債名

公有林等事業債

福島県振興基金債

減 税 補 て ん 債

臨時財政対策債

そ の 他

合 計

基金名 24 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 ( 円 )

川内村ふるさと応援モリタロウ基金

過疎地域自立促進特別事業基金

川内村東日本大震災復興基金（電源）

川 内 村 復 興 基 金

川内村復興基金(ブランドイメージ回復)

川内村のあしたをかえる交付金基金

国民健康保険給付費支払準備基金

川内村介護保険財政安定化基金

介 護 給 付 費 準 備 基 金

川内村農集排施設維持管理準備基金

合 　 　 　 　 計

12,454

70,000

87,797

678,359

41,480

141,758

39,247

603

24,422

10,456

3,880,541

4,491

25,243

31,661

244,630

14,959

51,121

14,153

217

8,807

3,771

1,399,402

基金名 24 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 (円 )

区　分 予算額  歳入決算額  歳出決算額 歳入歳出差引 24年度繰越額 実質収支

一 般 会 計 14,075,996 10,920,933 10,540,675 380,258 97,663 282,595

国 保 会 計 648,514 650,385 584,818 65,567 0 65,567

直 診 会 計 167,706 146,153 137,135 9,018 3,000 6,018

農集排会計  163,930 169,979 131,210 38,769 20,000 18,769

介 護 会 計 419,919 420,358 404,709 15,649 0 15,649

介護サービス会計 881 855 844 11 0 11

後期高齢者医療会計 93,183 85,286 84,595 691 0 691

計 15,570,129 12,393,949 11,883,986 509,963 120,663 389,300

　区　分    調定額    収入額  収納率

村　民　税  33,589 23,290 69.3

固定資産税  369,997 361,845 97.8

軽自動車税  7,391 6,677  90.3

た ば こ 税  7,865 7,865 100.0

特別土地保有税  0.0 0.0 　0.0

　　計  418,842 399,677 95.4

国民健康保険税  27,421 3,335  12.2

介護保険料  1,311 58  4.4

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準  

農業集落排水事業特別会計 ― 20

（単位：千円）

　平成24年度一般会計の決算額は、歳入総額109億2,093万円、歳出総額105億4,067万円で、前年度に比べ、
歳入で49億6,045万円（183.2％）、歳出で49億3,142万円（187.9％）の増額となり、歳入歳出ともに前年度よ
り約２倍の増額となりました。
　歳入決算内訳では、原発事故等避難に伴い、震災復興特別交付税や、復興交付金、更に、県支出金が72億
8,139万円の決算で、前年度比316％と大幅な増額となり、これは主に震災復興事業費や民間住宅、公共施設
等の除染費用に充てております。
　歳出では、除染関連事業に係る経費64億8,311万円で大幅な増額、川内高原野菜栽培工場建設関係で５億
8,542万円、企業誘致関連事業で２億7,856万円、定住化促進住宅建設事業で１億4,940万円などの事業を実
施しました。

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律は、地方公共団体の財政の
健全性について、指標等により分析し、比率に応じた早期健全化や財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行
財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の健全化に資することを目的として施行され、平成22年度からその状況
を公表しています。公表する指標は健全化判断比率及び資金不足比率です。
　村の財政状況としては、実質赤字比率、連結赤字比率、将来負担比率では、赤字がないため数値として現れません。実
質公債費比率では昨年より0.3％増加の6.3となりましたが、警戒ラインは15％以下であることから問題はありません。
　又、公営企業会計である農業集落排水特別会計の資金不足状況では赤字となっていないため数値として現れません。

いずれの比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
　・実質赤字比率：一般会計赤字額の通常収入額に対する割合
　・連結実質赤字比率：全会計連結した場合の赤字額の通常収入額に対する割合
　・実質公債費比率：実質的な借入金返済額の通常収入額に対する割合
　・将来負担比率：借入金及び将来支払う可能性のある負担額の収入額に対する割合
※　赤字がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。 

平成24年度一般会計決算状況平成24年度一般会計決算状況

平成24年度一般会計決算状況
歳入決算額

財政の健全化判断比率

村税等収納実績

村税一人当たりの負担額 歳出決算額

会計別決算状況

健全化判断比率

109億2,093万円（23年度 59億6,048万円） 歳出決算額 105億4,067万円（23年度 56億925万円）

    　　　　　　 

 実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村　の　比　率 ― ― 6.3 ―  

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 40.0 35.0 ―

（単位：％）

比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
 ・資金不足比率：赤字額の営業収益の割合
※　資金不足がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。

資金不足比率

起債の状況(一般会計)

基金の状況

村税一人
当たりの負担額

21,220円

歳出決算額
105億4,067.5万円

目的別
（単位：千円）

総務費
1,870,403

村民税,

8,399円

固定資産税

7,577円

災害復旧費
6,615,992

民生費 583,752

衛生費 80,616

教育費 175,241

労働費 116,005

消防費 123,709

土木費 205,513

商工費 59,730

農林水産業費 
350,621

（大規模償却資産を除く）

平成25年３月31日現在

(平成25年3月31日現在）

(平成25年3月31日現在）

議会費 58,263たばこ税 2,836円 公債費 300,830

軽自動車税

2,408円

自主財源
1,467,271（13.4%）

依存財源　9,453,662（86.6%）

（単位：千円）

村税
399,677（3.7%）

国庫支出金
232,809（2.1%）

地方交付税
1,666,297（15.3%）

県支出金
7,281,389（66.7%）

財産収入　11,039（0.1%） 村債　144,973（1.3%）
諸収入外　1,056,555（9.7%） 地方譲与税外　128,194（1.2%）

（単位：千円・％） （単位：千円）

24年度末現在高（千円）

576,286 

122,524 

0 

150,354 

167,991 

20,930 

村民１人当りの借入額 (円 )

207,820 

44,185 

0 

54,221 

60,581 

7,548 

起債名

過疎対策事業債

辺地対策事業債

一般公共事業債

一般単独事業債

義務教育事業債

災害復旧事業債

土 地 開 発 基 金

特 別 導 入 事 業

財 政 調 整 基 金

育 英 奨 学 資 金 貸 与 基 金

減 債 基 金

水田農業確立特別対策基金

ふるさと教育文化振興基金

地 域 づ く り 振 興 基 金

地 域 福 祉 基 金

中山間ふるさと水と土基金

公共施設建設準備及び維持管理基金

交流施設維持管理準備基金

60,000

7,565

1,099,112

160,047

9,144

5,699

12,214

95,304

127,295

10,094

1,186,053

1,438

21,637

2,728

396,362

57,716

3,298

2,055

4,405

34,369

45,905

3,640

427,715

519

24年度末現在高（千円）

26,963 

0 

21,434 

1,130,778 

33,202 

2,250,462 

　

　

村民１人当りの借入額 (円 )

9,723 

0 

7,730 

407,781 

11,973 

811,562 

起債名

公有林等事業債

福島県振興基金債

減 税 補 て ん 債

臨時財政対策債

そ の 他

合 計

基金名 24 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 ( 円 )

川内村ふるさと応援モリタロウ基金

過疎地域自立促進特別事業基金

川内村東日本大震災復興基金（電源）

川 内 村 復 興 基 金

川内村復興基金(ブランドイメージ回復)

川内村のあしたをかえる交付金基金

国民健康保険給付費支払準備基金

川内村介護保険財政安定化基金

介 護 給 付 費 準 備 基 金

川内村農集排施設維持管理準備基金

合 　 　 　 　 計

12,454

70,000

87,797

678,359

41,480

141,758

39,247

603

24,422

10,456

3,880,541

4,491

25,243

31,661

244,630

14,959

51,121

14,153

217

8,807

3,771

1,399,402

基金名 24 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 (円 )
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KAWAUCHI

「避難解除区域等」及び「企業立地促進区域」における
固定資産税の減免措置の実施

川内村税特別措置による課税免除の取得期間が延長

１　要件

●対象となる事業者

（１）既存事業者について

　次の要件を全て満たす事業者は、課税の特例

を受けることができます。

要件①　避難解除区域等において、事業用設備 

等への投資や雇用を行うこと。

要件② 「避難指示の対象となった区域」に平成

23年３月11日において事業所が所在し

ていたこと。

（２）新規事業者について

　次の要件を全て満たす事業者は、課税の特例

を受けることができます。

要件①　「避難解除等区域復興再生事業」を実施

する個人事業者又は法人であること。

要件②　企業立地促進区域内において、事業用

設備等への投資や雇用を行うこと。

○避難解除区域等とは、避難解除区域（緊急時

避難準備区域含む）、避難指示解除準備区域及

び居住制限区域をいいます。

２　対象となる施設等

既存事業者（県から確認を受けた「既存事業者」

であること）

　　平成25年５月10日から平成28年３月31日ま

での間に取得した施設等

新規事業者（県から認定を受けた「新規事業者」

であること）

　　平成25年６月10日から平成28年３月31日ま

での間に取得した施設等

３　減免内容

固定資産税

　　新・増設した設備等である家屋及び償却資産

並びに当該家屋の敷地である土地の固定資産

税について、新たに課税されることになった

年度から５年度分を課税免除又は不均一課税

します。

※土地については、当該土地の取得から１年以

内に当該土地を敷地とする家屋の建設の着手

があった場合に限ります。

４　手続き

○申請窓口

　固定資産税………………川内村役場住民課

○申請書等の具体的手続

　　申請書の入手方法や添付書類の内容等、手

続の詳細につ川内村役場住民課の窓口までお

問い合わせください。

○申請期限（既存事業者・新規事業者　共通）

　　固定資産税………適用を受けようとする年

度の初日の属する年の３月20日までです。

________________________________________

＜照会先＞

川内村役場住民課税務係

〒979-1201 

福島県双葉郡川内村大字下川内字早渡11-24

電 話：0240-38-2113

ＦＡＸ：0240-38-2116

　過疎地域における課税免除及び原子力発電施設等立地地域におけ

る不均一課税の取得期間が平成27年３月31日まで期間を延長しまし

た。

　また、企業立地促進法において定められた集積区域において、当

該同意の期日が平成26年３月31日まで延長することになりました。

　なお、細部は川内村役場住民課税務係　0240-38-2113まで照会

ください。
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震災復興のための復興特別税

国民年金保険料の免除期間・
　　　　納付猶予期間がある方へ

　東日本大震災からの復興に当てる財源の確保を

目的として所得税、住民税、法人税に上乗せする

という形で復興特別税が実施又は予定されていま

す。

所得税

　平成25年分の所得税から「復興特別所得税（復

興増税）」として、所得税額に2.1％が上乗せされ

ます。

　期間は平成25年から平成49年までの25年間とな

ります。

　課税される「所得税額」とは、確定申告等によっ

て納付する「申告所得税」と会社等に勤め毎月納

めることとなる「源泉所得税」です。

個人住民税

　個人住民税には、所得割額と均等割額がありま

すが、今回の復興増税としては均等割額が対象と

なり現行の4,000円（村民税3,000円、県民税1,000

円）に1,000円が上乗せされ5,000円となります。

　期間は平成26年６月から10年間です。

法人税

　法人税率及び中小企業の軽減税率を引下げた上

で「復興特別法人税（復興増税）」として、10％

が上乗せされますが、実質法人税は減少すること

とになります。

　期間は平成27年３月までとなります。

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・

法定免除）、若年者納付猶予、学生納付特例の承

認を受けられた期間がある場合、保険料を全額

納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受け

られる年金）の受け取り額が少なくなります。

　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け

取る老齢基礎年金を増額するために、10年以内

であれば遡って古い月分から収める（追納）こ

とができます。

　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌

年度から起算して３年度目以降に追納されると、

当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされま

す。

一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき

保険料が納付されていなければ追納はできま

せん。

「若年者納付猶予･学生納付特例期間」が「法

定免除・申請免除期間」より先に経過した（古

い）月分である場合は、「若年者納付猶予･学

生納付特例期間」が優先します。

「法定免除・申請免除期間」が「若年者納付猶

予･学生納付特例期間」より先に経過した月分

である場合は、どちらを優先して納めるか本

人が選択できます。

「若年者納付猶予･学生納付特例期間」の中で

は、先に経過した月分から納めることができ

ます。

「法定免除・申請免除期間」の中では、先に経

過した月分から納めることになります。

※追納のお申込み・ご相談はお近くの年金事務所

までお願いします。

　国民年金保険料の追納をお勧めします！

年金だより
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　昨年夏に開催した『かわうち復興祭』を今年も開催します。

　今年は、水稲やそばの作付開始、植物工場野菜の出荷など「農」の復興が力強く進んでいることから、

料理の達人でタレントのグッチ裕三さんによる川内の食材を使った簡単で美味しい料理の実演や楽し

い歌のイベント、有名料理人監修による川内村の食材を使ったオリジナルメニューの試食販売、川内

村を応援してくださる各地のご当地グルメの出店など「農と食」に関するイベントを中心に、また子

どもに大人気「それいけ！アンパンマンショー」や子どもたちによるアートプロジェクトの作品披露

など、子どもからお年寄りまで幅広い世代が楽しめる企画となっています。

　村民みんなで「川内村」を盛り上げ、復興を加速させるイベントとなるよう、ご家族・ご近所お誘

い合わせのうえ、ご来場ください。皆様のご来場をお待ちしております。

日　時　平成25年10月20日（日）　午前10時～午後３時

場　所　川内村「いわなの郷　体験交流館」

駐車場　川内村総合グランド　　

　　　　　※いわなの郷まで送迎バスを運行します。

内　容　・グッチ裕三クッキングショー

　　　　　・各種ステージパフォーマンス

　　　　　・それいけ！アンパンマンショー、握手会

　　　　　・川内の子供達によるアートプロジェクト

　　　　　・川内村食の出展ブース

　　　　　・かわうち応援出店ブース

■問合せ　

　「2013かわうち復興祭」実行委員会事務局

　川内村復興対策課　復興係　

　０２４０-３８-２１１２

2013かわうち復興祭開催のご案内

　

「
森
を
蘇
ら
せ
る
男
」
と
呼
ば
れ
る
宮
脇
昭

氏
の
ご
指
導
の
も
と
、
混
植
・
密
植
型
の
植
樹

を
行
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

10
月
13
日（
日
）
午
前
10
時
～

◆
場　

所　

旧
第
二
小
学
校　

の
り
面

◆
準
備
す
る
も
の

　

汚
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
服
装

　

雨
天
決
行
の
た
め
雨
具

　

（
悪
天
候
や
警
報
発
令
の
場
合
は
中
止
）

　

飲
料

※
ス
コ
ッ
プ
と
手
袋
は
主
催
者
で
用
意
し
ま

す
。
小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護
者
同
伴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先
・
問
合
せ　

川
内
村
商
工
会　

　


０
２
４
０-

３
８-

２
２
６
５

主
催　

川
内
村
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
セ
ン
タ
ー

共
催　

国
土
緑
化
推
進
機
構

　
　
　

毎
日
新
聞
社
・
川
内
村

第
４
回　

川
内
村
い
の
ち
の
森
づ
く
り

植
樹
祭
の
開
催

 

※時間・内容は変更となる場合もあります。
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　双葉郡８町村による交流イベント「ふたばワールド２０１３」を広野町で開催します。双葉郡の皆

様が一同に会する貴重な機会ですので、ご家族・ご近所お誘い合わせのうえ、ご来場ください。皆様

の来場をお待ちしております。

日　時　平成25年10月19日（土）　午前10時～午後３時

場　所　広野町総合グラウンド（双葉郡広野町中央台一丁目５番地）

内　容　・ふたばの“大鍋”復活プロジェクト

　　　　　・ステージパフォーマンス「ふたば伝承隊」

　　　　　・まるごとふたば体験工房

　　　　　・ふたば地方なう。（復旧・復興に関する展示・ＰＲ、住民交流の場）

　　　　　・来場者送迎バスツアー「ふたばへＧｏ！」

■問合せ　

　「ふたばワールド2013」実行委員会事務局

　０２４-５２１-８０２３

「ふたばワールド2013　
～一緒に創ろう…ふたばの明日!! ～」開催

　

第
12
回
双
葉
地
方
広
域
消
防
職
員
意
見
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

「
守
れ
尊
い
命
」
消
防
活
動
現
場
か
ら
若
き

消
防
隊
員
の
「
生
」
の
声
を
お
聞
き
下
さ
い
。

◆
日　

時　

平
成
25
年
11
月
13
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場　

所　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

◆
発
表
者　

消
防
職
員
５
名

◆
主　

催　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
　
　
　
　

消
防
本
部

◆
そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す

■
問
合
せ　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

　

消
防
本
部　

総
務
課

　


０
２
４
０-

２
５-

８
５
２
３

                  

※
来
場
さ
れ
る
方
は
、
予
め

右
記
問
合
せ
先
へ
人
数
等
の

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

第
12
回

双
葉
地
方
広
域
消
防
職
員

意
見
発
表
会
の
お
知
ら
せ

 

無料送迎バスツアーのご案内
募集人数　先着1,600名

　集合・出発場所には、四倉鬼越仮設、ビッグパレッ
トふくしま、富田町若宮前仮設などもあります。お申
し込み後、旅行会社より確認のご連絡をさせていただ
きます。
　各コース定員以上となった場合は、キャンセル待ち
受付となります。
■申込期限　平成25年10月７日（月）必着
　期限以降の申込みは、「トップツアー株式会社福島
支店024-523-4451」へ事前に確認をお願いいたしま
す。
■申込方法
　申込はがきに、必要事項をご記入のうえ、郵送願い
ます。
　申込はがきは、川内村役場復興対策課窓口にありま
す。必要の際は、0240-38-2112までご連絡ください。

至いわき市

至楢葉町

広
野

駅

●

●

●
保
育
所

●
児
童
セ
ン
タ

●
児
童
館

文

文

広野小
町役場

広野中

6

J
R

常
磐
線

会 場

公民館
中央体育館
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お知らせ◆

10
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
階
会
議
室
）

◆
日　

時　

10
月
10
日
（
木
）、
24
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

②
郡
山
市　

稲
川
原
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

10
月
10
日
（
木
）、
23
日(

水)

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

③
郡
山
市　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

10
月
10
日
（
木
）、
23
日(

水)

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

④
郡
山
市　

南
１
丁
目
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

10
月
７
日
（
月
）、
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑤
い
わ
き
市　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅
談
話
室

◆
日　

時　

10
月
６
日
（
日
）、
26
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
合
せ　

東
京
電
力
㈱
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　


０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

原
子
力
災
害
に
備
え
た

防
災
計
画
を
策
定

　

村
で
は
、
６
月
に
川
内
村
地
域
防
災
計
画

(

原
子
力
災
害
対
策
編)

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
原
子
力
災
害
時
の
対
策
に

つ
い
て
、
村
や
そ
の
他
の
防
災
関
係
機
関
な

ど
が
と
る
べ
き
措
置
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
機

関
と
の
総
合
的
・
計
画
的
な
業
務
遂
行
に
よ

り
村
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
災
害
の
想
定
や
避
難
計
画
の
対

象
と
な
る
範
囲
を
定
め
た
「
総
則
」、
予
防

体
制
や
原
子
力
災
害
の
事
前
対
策
を
中
心
と

し
た
「
原
子
力
災
害
事
前
対
策
」、
災
害
時

の
避
難
誘
導
に
関
す
る
措
置
定
め
た
「
緊
急

事
態
応
急
対
策
」
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

村
内
全
域
が
村
外
へ
の
避
難
を
想
定
し
た

広
域
避
難
計
画
を
県
と
の
調
整
の
も
と
策
定

し
ま
す
。

『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開
始

し
ま
す

　

気
象
庁
で
は
、平
成
25
年
８
月
30
日
か
ら
、

新
し
く
「
特
別
警
報
」
の
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
特
別
警
報
と
は
、「
平
成
23
年
７
月

の
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
の
よ
う
な
数
十
年
に

一
度
あ
る
か
ど
う
か
の
豪
雨
や
津
波
な
ど
が

予
測
さ
れ
、
重
大
な
災
害
の
危
険
性
が
著
し

く
高
ま
っ
て
い
る
場
合
に
、
気
象
庁
が
最
大

限
の
危
機
感
・
切
迫
感
を
伝
え
る
た
め
発
表

す
る
も
の
で
す
。
特
別
警
報
の
発
表
を
知
っ

た
ら
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
安

全
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

警
報
が
発
表
さ
れ
た
段
階
で
こ
れ
ま
で
通
り

十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/

know/tokubetsu-keiho/index.html

■
問
合
せ

気
象
庁　

福
島
地
方
気
象
台　

防
災
業
務
課

　


０
２
４-

５
３
４-

０
３
２
１

　

借
上
げ
住
宅
契
約
期
間

☆
県
外
借
上
げ
住
宅
の
供
与
期
間
は

　

都
道
府
県
毎
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

■
照
会
は
各
都
道
府
県
に
問
い
合
わ
せ
を

　

現
在
、
本
村
か
ら
県
外
へ
避
難
さ
れ
て
い

る
方
々
へ
は
災
害
救
助
法
に
よ
り
応
急
仮
設

住
宅
と
し
て
各
都
道
府
県
の
借
上
げ
住
宅
が

提
供
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
各
都
道
府
県
に

よ
り
供
与
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

　

各
都
道
府
県
の
供
与
期
間
等
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
各
自
必
要
な
方
は
各
都
道
府
県
の

担
当
部
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

例

：

東
京
都
の
供
与
期
間
は　

入
居
日
か
ら

　
　

３
年
間

　
　

埼
玉
県
の
供
与
期
間
は　

平
成
26
年
３

　
　

月
末
ま
で

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

郡
山
出
張
所

　


０
２
４-

９
４
６-

０
８
８
０

「
食
品
と
放
射
能
に
関
す
る
説
明
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
各
行
政
区
に
お
い
て
食
品
等
の

放
射
能
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
に
併
せ
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
放
射
能

に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

平
成
25
年
10
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
場　

所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ　

復
興
対
策
課
復
興
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
２
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◆お知らせ

ス
メ
ン
ト
、
障
害
者
の
差
別
問
題
、
風
評
被

害
に
よ
る
人
権
問
題
な
ど

■
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員

■
問
合
せ　

福
島
地
方
法
務
局　

総
務
課

　


０
２
４-

５
３
４-

１
９
４
１

10
月
21
日
～
27
日
「
行
政
相
談
週
間
」

一
日
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

10
月
21
日
か
ら
27
日
の
一
週
間
は
「
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及
び
市
町

村
）
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦

情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
員
は
い
つ
で
も
自
宅
な
ど
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
次
の
日
程
で
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
日　

10
月
23
日
（
水
）

■
時　

間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場　

所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
行
政
相
談
委
員

　

遠
藤　

公
一
（
上
川
内
字
久
保
）

　


０
２
４
０-

３
８-
２
６
０
９

「
法
テ
ラ
ス
ふ
た
ば
」
の
相
談
が

充
実
さ
れ
ま
し
た

　

毎
月
２
回
税
理
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

建
築
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
・

社
会
福
祉
士
に
よ
る
相
談
が
新
た
に
加
わ
り

ま
し
た
。詳
し
い
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

法
テ
ラ
ス
ふ
た
ば
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
県
内

に
お
住
ま
い
の
方
や
営
業
所
が
あ
っ
た
方
は

無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込　

法
テ
ラ
ス
ふ
た
ば

　


０
５
０-

３
３
８
１-

３
８
０
５

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

期
間
で
す

　

長
く
ご
使
用
の
ク
ル
マ
に
は
、
細
や
か
な

ケ
ア
が
必
要
で
す
。
日
頃
の
点
検
で
ク
ル
マ

の
健
康
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

～
安
全
確
保
と
環
境
保
全
は
、

　
　
　
　

車
の
点
検
・
整
備
か
ら
～

■
問
合
せ　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　


０
２
４-

５
４
６-

０
３
４
２

福
島
県
自
動
車
点
検
整
備
推
進
協
議
会

　


０
２
４-

５
４
６-

３
４
５
１

平
成
25
年
度　

川
内
村
消
防
団
秋
季
検
閲
式
開
催

■
日　

時　

平
成
25
年
10
月
27
日(

日)

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

■
場　

所　

川
内
村
村
民
体
育
セ
ン
タ
ー

※
午
前
７
時
に
消
防
団
招
集
の
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
権
相
談
所
の
隔
月
開
設
の
お
知
ら
せ

　

い
わ
き
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
ご
厚
意

に
よ
り
偶
数
月
の
第
1
木
曜
日
に
人
権
相
談

所
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
権
相
談
所
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
最
初
の
窓
口
と
し
て
、
経
験

豊
富
な
相
談
員
が
相
談
者
に
合
っ
た
解
決
法

を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

些
細
な
問
題
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

10
月
の
開
催
日

　

平
成
25
年
10
月
３
日
（
木
）　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

１
階
小
会
議
室

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

開
設
の
お
知
ら
せ

　

法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一

環
と
し
て
、
法
務
局
で
取
り
扱
う
各
業
務
に

つ
い
て
、
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
日　

時　

平
成
25
年
10
月
６
日(

日)

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

■
場　

所　


福
島
地
区

　

福
島
駅
前　

「
中
合
デ
パ
ー
ト
」


相
馬
地
区

　

「
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
南
相
馬
店
」


郡
山
地
区

　

郡
山
駅
前
「
ビ
ッ
グ
ア
イ
」
７
階


白
河
地
区

　

「
イ
オ
ン
白
河
西
郷
店
」


会
津
地
区

　
「
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー(

會
津
稽
古　

堂)
」


い
わ
き
地
区

　

「
イ
オ
ン
い
わ
き
店
」
２
階

■
内　

容　

不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
、

土
地
の
境
界
問
題
、
遺
産
相
続
、
地
代
・
家

賃
等
の
供
託
、
戸
籍
・
国
籍
の
問
題
、
夫
婦
・

家
庭
内
の
問
題
、
成
年
後
見
、
公
証
に
関
す

る
こ
と
、
お
年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い

じ
め
・
体
罰
問
題
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ



10
広報かわうち 平成 25 年 10 月

KAWAUCHI

お知らせ◆

第
１
回

日
独
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

　

明
治
維
新
後
、
日
本
は
様
々
な
分
野
で
世

界
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
ド
イ
ツ
か
ら
は
、
科
学
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

医
療
術
等
に
お
い
て
益
々
学
ぶ
べ
き
事
が
生

じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
震
災
後
の

ラ
イ
フ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
若
者
た
ち
か
ら
世
界

に
伝
え
た
い
と
、
い
わ
き
日
独
協
会
で
は

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

【
テ

ー

マ
】　

「
ド
イ
ツ
国
か
ら
学
ぼ
う
、

世
界
の
科
学
と
暮
ら
し
方
」

【
募
集
対
象
】　

福
島
県
内
に
生
活
し
て
い
る

中
学
生
・
高
校
生（
５
名
を
全
額
ス
カ
ラ
シ
ッ

プ
で
ド
イ
ツ
へ
招
待
）

【
応
募
期
間
】　

平
成
25
年
10
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

ま
で

【
応
募
方
法
】　

原
稿
用
紙
に
（
４
０
０
字
）

４
枚
～
６
枚
以
内
に
書
き
込
み
、
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
締
切
は
、
10
月
20
日
の
消
印
ま
で

有
効
と
し
ま
す
。

＊
宛
先　

〒
９
７
１-

８
１
６
３

　

福
島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
中
町
境
７-

12

 　

「
日
独
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

＊
メ
ー
ル　

comnetcampus2010@yahoo.co.jp

【
発　

表
】　

平
成
25
年
11
月
４
日
（
月
）

【
主　

催
】　

い
わ
き
日
独
協
会

【
共　

催
】　

学
べ
る
コ
ム
ネ
ッ
ト

■
問
合
せ　

日
独
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
係

　


０
２
４
６-

５
４-

７
２
４
３

「
労
使
困
り
ご
と
無
料
相
談
会
」

の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
と
福
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、
皆

さ
ん
の
職
場
に
お
け
る
賃
金
や
勤
務
時
間
な

ど
の
労
働
条
件
、
解
雇
、
退
職
等
に
関
す
る

労
使
間
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、平
日
で
は
、

ご
相
談
が
困
難
な
労
働
者
や
使
用
者
の
た
め

に
次
の
日
程
で
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
10
月
26
日
（
土
）

　

「
県
い
わ
き
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎
」

○
10
月
27
日
（
日
）

　

「
郡
山
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

　

相
談
時
間
は
、
午
前
10
時
～
午
後
３
時
。

　

事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
休
日
電
話
相
談
会

　
同
26
・
27
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　


０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
４

■
問
合
せ　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　


０
２
４-

５
２
１-

７
５
９
４

今
月
の
納
税

　

村
県
民
税
：
：
：
３
期

　

固
定
資
産
税
：
：
２
期

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

東
京
都
の
千
坂
和
江
さ
ん
よ
り
１
万
円

神
奈
川
県
の
三
瓶
十
美
夫
さ
ん
よ
り
十
万
円

東
京
都
の
井
出
次
男
さ
ん
よ
り
五
十
万
円

　

ご
寄
付
は
村
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、
公
開
に
つ
い

て
確
認
が
で
き
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
相
双
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

　

相
馬
・
双
葉
地
方
の
地
域
ポ
ー
タ
ル
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
相
双
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
が
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
す
っ
き
り
と
し

た
見
や
す
い
ス
リ
ー
レ
イ
ア
ウ
ト
を
採
用

し
、「
こ
の
ひ
と
」、「SOSO Kids!

」
等
で
、

相
双
の
元
気
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
か
ら
の
相
馬
・
双
葉
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
つ
く
し
ま

Ｖ
Ｓ
Ｔ
相
双
支
部

　


０
２
４
４-
２
６-

３
１
６
０

　

メ
ー
ル　

sosojoho

＠yumesoso.jp

「
い
わ
き
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

市
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
参
加
の
お
願
い

　

い
わ
き
市
で
は
、
環
境
美
化
に
対
す
る

モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

こ
の
運
動
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

い
わ
き
市
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
に

は
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
た
協
働
作
業
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
日　
　

程　

10
月
25
日（
金
）～
27
日（
日
）

※
延
期
の
場
合
は
、
11
月
１
日
～
３
日

25
日

：

学
校
や
事
業
所
周
辺
の
清
掃

26
日

：

海
岸
や
河
川
、
公
園
、
道
路
の
清
掃

27
日

：

市
内
の
全
家
庭
周
辺
の
清
掃

○
参
加
方
法

①
仮
設
住
宅
等
に
お
住
ま
い
の
方
が「
団
体
」

と
し
て
参
加
す
る
場
合
、
事
業
計
画
書
を

い
わ
き
市
へ
ご
提
出
願
い
ま
す
。

②
「
個
人
」
と
し
て
参
加
す
る
場
合
、
お
住

ま
い
の
地
区
の
区
長
や
行
政
嘱
託
員
、
隣

組
長
等
に
参
加
の
意
思
を
お
伝
え
し
地
区

の
住
民
と
一
緒
に
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
地
区
ご
と
に
作
業
日
が
異
な
り
ま

す
の
で
区
長
等
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。
区

長
が
不
明
な
場
合
は
い
わ
き
市
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

い
わ
き
市
環
境
整
備
課
事
業
係

　


０
２
４
６-

２
２-

７
４
４
０
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「
せ
ぴ
ろ
ま
の
夢　

せ
は
セ
ザ
ン
ヌ
の

セ
」
展
の
観
覧
料
減
免
の
お
知
ら
せ

　

喜
多
方
市
美
術
館
で
、
開
催
さ
れ
て
い
る

標
記
企
画
展
に
お
い
て
、
喜
多
方
市
で
は
、

復
興
支
援
と
し
て
観
覧
料
を
減
免
し
ま
す
。

・
被
災
証
明
書
な
ど
避
難
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
も
の
を
喜
多
方
市
美
術
館
の
窓

口
に
て
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

■
期　

間　

10
月
６
日(

日)

ま
で

■
会　

場　

喜
多
方
市
美
術
館

　
　
　
　

（
喜
多
方
市
押
切
２
丁
目
２
番
地
）

■
時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　

(

最
終
入
館
は
午
後
５
時
30
分)

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日 

■
問
合
せ　

喜
多
方
市
教
育
委
員
会
文
化
課

　


０
２
４
１-

２
４-

３
８
２
１

消
防
川
内
出
張
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

10
月
15
日
（
火
）
に
、
訓
練
の
た
め
福
島

県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
川
内
村
上
空

を
飛
行
し
、
午
前
10
時
30
分
頃
か
ら
約
１
時

間
、
消
防
川
内
出
張
所
及
び
川
内
村
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
付
近
を
飛
行
し
ま
す
。

　

訓
練
中
は
騒
音
等
が
発
生
し
、
付
近
の
交

通
に
注
意
し
て
頂
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
訓
練
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
９
月
17
日
午
後
３
時
か
ら
川

内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
川
内
村
と
「
医
療
法
人
誠
励
会
」
の

間
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
開
設
の
基
本

協
定
の
締
結
式
が
遠
藤
村
長
及
び
誠
励
会

佐
川
文
彦
理
事
長
、
村
議
会
か
ら
西
山
東

二
議
長
の
臨
席
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
前
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
本
施
設
で

す
が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
・
原
発
災

害
を
機
に
村
民
と
の
様
々
な
懇
談
会
で
再

度
要
望
が
強
く
出
さ
れ
、
議
会
か
ら
も
意

見
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

震
災
後
川
内
村
の
保
健
福
祉
に
積
極
的

支
援
を
頂
い
た
「
医
療
法
人
誠
励
会
」
に

打
診
の
結
果
、
理
事
会
に
お
い
て
社
会
福

祉
法
人
の
設
立
と
開
設
の
快
諾
を
頂
き
ま

し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
の
増
進
、
帰
村
に
向
け
た

地
域
経
済
の
活
性
化
、雇
用
機
会
の
拡
大
・

復
興
促
進
を
目
的
に
と
今
回
の
基
本
協
定

と
な
り
ま
し
た
。

　

協
定
内
容
は
、
用
地
の
確
保
・
造
成
整

備
を
村
が
行
い
、
新
し
い
社
会
福
祉
法
人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
開
設
に
関
す
る

基
本
協
定
締
結

が
施
設
建
設
（
80
床
）
と
運
営
を
行
う
も

の
で
、
相
互
の
協
力
と
地
域
社
会
と
の
融

和
・
協
調
に
努
め
る
等
で
す
。

 

長
崎
市
の
浦
川
秀
夫
さ
ん

な
ど
飲
食
店
の
皆
さ
ん
か
ら

川
内
村
に
図
書
寄
贈

　

長
崎
市
内
の
飲
食
店
主
の
皆
さ
ん
は
、

街
頭
募
金
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で

復
興
支
援
金
を
集
め
ら
れ
、
本
村
の
子
ど

も
達
の
た
め
に
、
図
書
５
９
１
冊
を
寄
贈

さ
れ
、
さ
っ
そ
く
な
か
よ
し
館
等
に
配
置

し
ま
し
た
。
贈
呈
式
は
９
月
14
日
に
長
崎

市
を
訪
れ
た
村
長
に
浦
川
代
表
か
ら
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
高
価
な
図
書
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成25年度 敬  老  会

キビタンが遊びに来たよ！！

　

８
月
28
日(

水)

、

キ
ビ
タ
ン
絆
育
成
事

業
で
、
か
わ
う
ち
保

育
園
に
キ
ビ
タ
ン
が

遊
び
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
キ
ビ
タ
ン
と

一
緒
に
ク
イ
ズ
や
ダ

ン
ス
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
復
興
を
す
す
め
る
川
内
村
で
平

成
25
年
度
敬
老
会
が
９
月
７
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
川
内
村
村
民
体
育
セ
ン
タ
ー
に

て
、
敬
老
者
・
来
賓
等
３
５
０
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
の
敬
老
者
は
75
歳
以
上
が
６
５
１
名

う
ち
90
歳
以
上
は
79
名
で
す
。

　

式
典
で
は
、
遠
藤
村
長
か
ら
の
お
祝
い
の

式
辞
さ
ら
に
各
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
に
敬
老
祝

金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
で
の
最

高
齢
者
は
行
政
第
三
区
「
井
出
ヒ
サ
さ
ん

（
１
０
３
歳
）」
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

お
祝
い
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
結
婚
50
年
を
迎
え
る
ご
夫
婦（
11
組
）

に
福
島
民
報
社
（
編
集
局
市
川
純
一
紙
面
管

理
部
長
）
か
ら
し
あ
わ
せ
金
婚
表
彰
が
行
わ

れ
ま
た
、
川
内
村
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
敬
老
者
を
代
表
し
て
渡
邉
善
範

（
西
郷
悠
遊
会
）
さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と

さ
ら
に
地
域
貢
献
の
誓
い
と
、
敬
老
会
開
催

の
御
礼
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
川
内
村
芸
術
文

化
団
体
連
絡
協
議
会
の
全
面
協
力
で
、
大
正

琴
の
演
奏
、
歌
や
演
舞
、
ス
ポ
ー
ツ
民
謡
・

川
内
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
最

後
に
常
葉
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
の
飛
び
入
り
が
あ
り

楽
し
い
一
日
が
盛
会
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

か
わ
う
ち
フ
ラ
ダ
ン
ス

大
勢
の
方
が
来
場
し
ま
し
た

各
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
へ
敬
老
祝
金
贈
呈

し
あ
わ
せ
金
婚
表
彰
は
11
組
で
し
た
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勝利を誓う　第7回市町村対抗福島県軟式野球大会結団式

　

９
月
５
日
、
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
会
議
室
で
、
第
７
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
軟
式
野
球
大
会
結
団
式
を
行
い
ま

し
た
。
体
育
協
会
副
会
長
（
教
育
長
）
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、

「
み
な
さ
ん
に
期
待
す
る
こ
と
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
時
代
を
創
る
の
は
若

者
で
す
。
村
代
表
と
し
て
、
上
位
目
指
し

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
激
励
の
言
葉

が
あ
り
、
川
内
選
抜
監
督
渡
辺
良
仁
監
督

が
「
村
民
の
皆
さ
ん
に
勝
利
を
届
け
、
少

し
で
も
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

時
代
を
変
え
る
の
も
若
者
で
す
。」
と
勝

利
を
誓
い
、
力
強
い
こ
と
ば
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

お好み焼き　おいしかった！！

 

９
月
４
日(

水)　

広
島
県
の
お
好
み
焼
き
屋

よ
う
き
屋
本
舗
さ
ん
の
佐
渡
忠
和
氏
が
本
場
の

お
い
し
い
お
好
み
焼
き
を
、
子
ど
も
達
に
焼
い

て
く
れ
ま
し
た
。
お
好
み
焼
き
を
焼
く
と
こ
ろ

を
見
学
し
、
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

か
わ
り
し
て
食
べ
た
お
友
達
も
い
ま
し
た
。

 

佐
渡
氏
は
、
復
興
支
援
で
東
北
の
幼
稚
園
・

保
育
園
を
ま
わ
り
、
お
い
し
い
お
好
み
焼
き
を

子
ど
も
達
に
届
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

福
島
県
中
学
校
駅
伝

県
大
会
出
場
決
定

　

９
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
「
相

双
地
区
駅
伝
大
会
予
選
会
」
に
お

い
て
、
川
内
中
学
校
男
子
チ
ー
ム

が
４
位
に
入
賞
し
、
10
月
２
日
西

郷
村
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
の

切
符
を
獲
得
し
ま
し
た
。
県
大
会

で
も
、
上
位
を
目
指
し
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
と
想
い
ま
す
。
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たくさん方々のご協力をいただき夏休み楽しく過ごしました

川内村放課後子ども教室

　７月29日、福島芸能倶楽部武田友

美会長をお招きし、速読教室を開催

しました。

　子ども達も真剣に聞き入り、本を

読む楽しさ、本を早く読んで理解す

ることを学びました。

　速読教室後、武田会長によるバル

ンアートも披露され、楽しい時間を

過ごしました。（なかよし館）

　８月１日、日本水泳連盟水泳

指導員の渡辺寿一郎先生をお招

きし、水泳教室を開催しました。

　水泳の基本から水の事故に関

する知識も身につけました。

� （川内小学校プール）

　８月６日、福島大学生渡邊知佳さんに

よるキャンドル教室がひらかれ、キャン

ドル作りを楽しみました。一人ひとり、

思いのままにキャンドルを作りあげ、た

くさんの素敵なキャンドルが完成しま

した。（なかよし館）

　福島大学にご協力をいただき、８月１

日から９日まで子ども支援活動のため、

大学生の皆さんが、子どもたちと水泳教

室やバドミントン教室、マンガ教室など一緒に活動していただきました。

　また、最終日には、バーベキューも準備され、子ども達もすっごく楽しん

でいました。

　８月８日～９日の２日間にわたり、白河

バドミントンクラブの根本和樹先生、寺島

和子先生をお招きし、バドミントン教室を

開催しました。

　バドミントンの基本から体を動かすこと

の楽しさを学び、精神力も身につけました。

（川内村村民体育館）

　８月６日～７日の２日間にわたり、いわ

き市出身の漫画家蛭田充さんご協力によ

り、マンガ教室が開催されました。好きな

絵柄を自分たちで書き、または色を塗った

りして、そのままＴシャツにプリントしま

した。

　オリジナルＴシャツの完成に子ども達も

大はしゃぎでした。（なかよし館）

　８月２日、川内村老人クラブ主催による、

子ども達との交流会が開催されました。

ポケットゴルフや輪投げなど、高齢者ＶＳ

子ども達で一緒に楽しみ、競い合っていま

した。

　また、スポーツの後は楽しみにしていた

スイカ割り、そうめん、鳥の唐揚げなどの

昼食も準備され、高齢者と楽しい時間を過

ごしました。（川内村村民体育センター）

　８月８日、千葉県敬愛高等学

校の生徒の皆さんが、震災ボラ

ンティア学習を目的として、川

内村を訪問。ドミノやボード

ゲームなどで子供たちと交流を

深めていただきました。

　子ども達もすっごく喜んでい

ました。（なかよし館）

　７月30日、コープふくしま

のご協力により、穂積さん・

大越さんよる食育教室が開催

されました。サンドイッチや

オレンジジュース作りなど体

験し、食の栄養など食べるこ

との大切さを学びました。

� （なかよし館）


